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炉1

し本蓄は、掛JIl市長谷土地区画整理用地内において平成 7年度に発掘調査を実施した向山遺跡、

/谷遺跡、西池古墳、山脇横穴墓群、本村遺跡@前坪古墳群 6号墳、本村横穴墓群E

報告書である O

2 <調査は、土地区画整理事業に先立つ

負担し、掛川市教育委員会が実施し

3。発掘調査に際しでは、掛川市長谷土地区画整理組合の方々 と御協力を頂いた。

4. 

5. 

よぴ本書の執筆。

;市教育委員

会の前田庄ーが担当した。
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L 持11翠における方位は、座標の北である O

2.本書で{吏用し

SA: ;同列

るO

SB: 

SD: 

SH: 

SF: 

SK:士、坑

SS:方形周溝墓 SX :性格不明の遺構

3。遺物の番号は、挿図と写真図版と同一である O
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図版2 S FOl . S F04完掘(西から) ヰコ S D04 (酉から)

S F02遺物出土状況 ら) 下 S D05 (南から)

図版3 上 S F01遺物出土状況(北から) 図版5 S D07 (南から)

中 SF01鉄斧出土(北から) 中 S K02 . S K03 (北から)

十i、 S F02土層断固(西から) らけ出土状況

図版4 上 S F02遺物 (北から) 図版6 上 S F04遺物出土状況(東から)

中 SF 出土状況(東から) 中 S F04完掘 ら)

下周溝完掘(北から) 下 S F05 (西から)



図版7 上 S FO'7 (南から)

中 S F06・SF07" S K04(東から)

下 S F08 (東から)

図版8 出土遺物(1)

函版 9 出土遺物(2)

図版10 出土遺物(3)

図版11 出土遺物(4)

図版12 出土遺物(5)

ヰ寸寸横穴墓群E群

図版1 横穴墓群全景(南から)

下 1号墓。 2号墓 ら)

図版2 上 l号墓玄室内(右壁から)

中 1号墓閉塞石検出状況(東から)

下 1号墓羨門と閉塞石 ら)

図版3 上 l号墓羨門 ら)

中 1号墓羨門(南東から)

下 1号墓完掘(南東から)

国版4 上 2号墓羨門(南東から)

中 1号墓.2号墓完掘(南東から)

下 3号墓玄室内(玄門方向から)

国版5 上 3号墓閉塞石(南西から)

中 3号墓玄室完掘(羨道から)

下 3号墓墓前域完掘(南西から)

国眼6 出土遺物(1)

図版7 出土遺物(2)

図版8 出土遺物(3)



I 発掘調査の概要

1白調査にいたる経過

6年2月四日、掛川市長谷土地区画整理組合理事長栗平彰から掛川市教育委員会に掛川市長谷

土地区画整理事業用地内6309ヘクタールについて、「埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについ

て(照会)Jがあった。掛川市教育委員会では、平成 6年2月初日から 3月15日まで現地踏査を

平成 6年3月24日、区画整理組合に対して「埋蔵文化財の所在の有無及びその取扱いについて(回答)J

した。

平成 7年3月9目、掛川市長谷土地区画整理組合から、平成 7年度宅地造成及び街路築造工事予定

地内における埋蔵文化財の「確認調査の依頼についてJが提出された。市教育委員会は、同年4月24

5から28日にかけて西池古墳の確認調査を実施し、埋葬施設を確認した。 5月22Bから24日にかけて

東/谷遺跡の確認調査を行い、遺構と土器片を確認した。 5月24日から25日にかけて向山遺跡の確認

調査を実施し、柱穴と弥生土器片を確認した。

平成 7年7月7日に、掛川市長谷土地区画整理組合と掛川市が「掛川市長谷土地区画整理事業施行

匿域内埋蔵文化財発掘調査委託契約書」を締結し、同日から平成8年3月31日まで発掘調査を実施し

た。

2E 遺跡をめ〈ごる環境

今回報告する 6遺跡が所在する長谷地区間辺は、あたかも指を広げたかのごとく丘陵が枝分かれし

ていて、その丘陵の聞に谷が入り込む地形をしている o 6遺跡のうち従来から遺跡とされていたのは

前坪古墳群6号墳のみで、 f也の遺跡は、区画整理事業に先立つ確認調査によって確認されたり、他の

遺跡を調査中に新たに発見された遺跡、である。長谷地区周辺は、土地区画整理事業、東名高速道路、

市庁舎建設等の開発により過去遺跡が調査されている。南東の丘陵上や斜面からは、祢生時代中期の

方形周溝墓群や弥生時代後期の集落跡である堀/内遺跡、古墳時代中期の古墳群で4基から成る山麓

古墳群、堀ノ内古墳群14号墳、古墳時代後期の横穴墓である山麓山横穴・字洞ヶ谷横穴@堀/

群、横穴式粘土室墳である堀/内13号墳などが発見されている O 今回調査した前坪古墳群6号墳と同

ーの丘陵上には、古墳時代前期の前方後円墳である前坪古墳群3号墳を含む前坪古墳群が存在してい

るO 南から南東に連なる丘陵斜面には、古墳時代後期の横穴墓群が築かれていて、市内屈指の横穴墓

となっている O 丘陵上には、古墳時代中期の古壌群である本村古墳群、天上塚古墳、屋敷越古

墳、東照ヶ谷古墳群、池/奥古墳群、寺ヶ谷古墳、八幡神社脇古墳、篠場古墳群などが存在する

調査例が少なし内容が明らかでない古墳が多い。古墳時代後期は、横穴墓が墓制の主流をなしてい

るが、数少ない横穴式石室を内部主体とする丈山古墳群や4基から成る居村古墳群が築かれている。

居村古墳群は、丘陵上に存在する 7世紀代に築造された古壇群で、同じ地点からは弥生時代中期後半

ら古墳時代前期の集落跡が発見されている O

西側や北側に広がる沖積地には、祢生時代後期。古墳時代後期の遺跡と考えられる黒田遺跡・沢田

遺跡・細田遺跡・大池遺跡@領家遺跡が存在するが、わずかに領家遺跡から弥生時代後期の竪穴住居

跡、掘立柱建物跡、環濠など、大地遺跡から祢生時代後期の柱穴、土坑などが発昆されているにすぎ

ず、実体は明らかではない。
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L 調査の概要

調査は、確認調査で遺構

確認を行った。

日 向山遺跡

した深さまでバッタホウで掘削し、その後、 により精査。遺構

A 当たっては、調査区の形に合わせて 5m方眼のグリッドを ることとし座標の北から

西に16度30分振れるラインを南北軸とした。

現地での図面作成l土、 20分の lの縮尺により、 1の縮尺で撒細図 した。写真撫影

!;:]:、 6)< 7カメラ 1台と35mmカメラ 2台(カラーフィルム用とカラーリパーサル用)を用いた。

平成7年7月7日から 8月7日まで、現地調査を行った。

2回 i量構の概聾

調査地は、東から曹に伸びる丘陵の先端に位置する

も削平されていた。検出された遺構には、柱穴、櫛列、

柵列

SJ.¥lJl (第6図)

先端はすでに道路により削り取ら

などがある。

上面

調査区西端で検出された 3問分の柱穴列で、ブゴ位は、 N- -Wを測る O 北側・東棚に伸びるこ

とはないが、南側と西側には伸びる可能性があり、掘立柱建物の可能性もある。

柱穴の直接は約50cm、P1ωP 20 P 3の底面の標高は約2403mで、 P4 ほど低くなる o P 1 ' 

P 2問、 P2・P3聞はL9m、P3・P4間は2，5mと柱開が長くなることから、 P1から P3聞で

柵列または、掘立柱建物になる可能性もある O 柱穴からの出土遺物はない。

地下式購

S X 0 1 (第 4国)

地下式境5基は、すべて泥j曹を掘り で造られている O

上端のi幅70cm~80側、下端のi幅約40cmの墓道状の遺構が2.5rntまど続き、その先に玄室部分がある O

墓道状の遺構は、先端からL07mまでは 5度の傾斜で下降し、その先L05mが17度、そこから玄門ま

で、は33!支の傾斜で下降する O

玄室部分は、幅203m、奥行202mの隅丸の方形を呈し、主軸方位は、 N-60 -Eである O 天井は

でに失われていたが、壁は約L4mの高さまでほぼ垂直に立ち上がる O 調査中に崩落したが、幅、高

さとも約70cmの玄門状の施設が確認でき、長さ30cmの羨道が存在した。右壁に沿っ匂て30cm前後の大き

さの礁が、 40cm~50cmの間隔を置いて長さ1. 6に亘り、一直線に並ぶ。この石列と約50cmの問隔を置い

て2個の礁が検出された。これらの喋は、掘り方に密着していた。火を受けて煤が付着している棟も

あった。玄門部分には、幅40cm前後、長さ約90側、深さ約15cmの溝状遺構が存在し、そこに向かい玄

中央部分から溝が伸びているO 左前援の掘り方から約lOcmの高さのところに、約20cmの間隔を

て2つの穴が穿たれていた。壁面に見られる工具痕は、幅 9cmで、刃先が少し湾曲したものである O

陥没土中から、弥生土器の破片、土師器高杯の破片、寛永通宝 1枚、かわらけの底部破片が出土し

ている O

2-



SX 02 (第 5図)
〆p

V."，J ックと砂を んでい
、『

'- sx 
部分でも き は、幅60cm、 L段目 2"段Eが52cm、そして48cmの段を

りると玄室部分に至る O

玄室部分は、 67m.、奥行 2mの隅丸の長方形を呈し、主軸方位~;;l:N- -Eを測る O 壁は掘

り方から1. 19111.の高さまで残存していた。断固形は、ドーム~、と推定される O 中央に主軸と直交する

壁面に見ら

陥没土中

さ57cm、深さ 2cmの溝がある O 玄門左には、一辺25crnの方形を呈し、深さ10cmを測る柱穴

した。左壁奥から、直径2cm、長さ45cmの丸木が、掘り方にほぼ密着して検出された。

は、幅4cmの直繰状のものと、 l幅 Clll前後の刃先が少し湾曲したものがある O

ら、須恵器聾の破片、古瀬戸後期の志戸呂産のすり鉢の破片が出土している O

!Il昆15cm、

SX 03 (第 6

S X04と並んで位置する O 現存する入り口部分は、湾曲するスロープ状を成している O

玄室、部分は、幅2，150m、奥行L92mの隅丸の長方形を呈し、主軸方位はN-300 -wを測る。左壁
~ ;;):、lOcmの高さを残LてSX04とつながっている O また、左玄門近くから SX04まで溝が伸びる O 右

1点ずつ、左壁際から離が1点検出されたが、右壁際の磯だけが掘り方に密着して

いた。離の 1点には、火を受け赤イむし、煤が付着していた。工具痕はほとんど見られなかった。

陥没土中から、弥生土器ないしは古式土師器の破片が出土しているO

SX 04 (第 7

S X03の東に隣接し、入り口部分は、南西隅の一部を残し崩落していて、スロープ状を呈するO

65m、奥行2，15mの長方形を呈し、主軸方位はN- 30〆 -¥71を測る O 左前壁

部分は幅62cm、長さ1.12m、さ10cmの長方形に掘り窪められていて、その中はさらに幅判明、長さ

50cm、深さ20cmの方形に掘り窪められている O この掘り窪められた部分に向かい、前壁に沿ってSX 

問、玄室中央、右壁中ほどから講が掘られている。玄室の掘り方は、中央の排水講を意識しでか、中

もっとも低くなっている O 中央から、煤が付着して黒ずんだ磯と火を受けもて赤化した擦が掘り

方から少し浮いた状態で検出されたが、醸の下から木の葉が検出されていて、原位、置を動いていると

判断される O 工具痕はほとんど見られぽV つ

SX(J5 第8

地下式墳の中で最東端に位置し、最も残存状況が良かった。関口部は、 70cm>< 90cmを測り、そこ

ら竪坑が1.60m.仲ぴ¥30Ci1lのステップがあり、さらに33cm下降し、また27cll1のステップがあり、そこ

ら42cm下降して玄室部分に至る O

玄室部分は、 22m、奥行2.03mの平面円形に近く、主軸方位は、 N- 30' -Eを測る O

壁はほほ垂直に立ち上がるが、右壁は緩く湾曲する O 天井の横断面形は緩く湾曲するが、縦断面は、

玄門に向い高くなる O 掘り方の右壁に沿うて幅10cm前後の溝があり、その先に幅70cm、長さ95clll、深

さ30c恨の楕円形の穴がある O 左壁の前壁際には、幅35cm、長さ52cm、深さ 5cmの穴がある O 右壁に

1ヶ所、左壁に 2ヶ所、標高約23.3mの高さの所に穴が穿たれている O 前壁には、幅15cm前後の穴と

一回り大きな

ら、長さlOcm--20cm

ら移動している

3m、小さそれより一回り幅広い30cmの穴が交互に穿たれている

4rnと、高さが異なっている O 中央の玄門寄り

ち1点には煤が付着していた。これら

9 cmの少し湾曲したものが見ら I{u...; '-0 

流入土中から、 19世紀以降の瀬戸・美濃産の翠の破片が出土している。

3点検出され、う

い。工具痕は、幅

守
U



第 1図 遺跡の位置と周辺遺跡分布図

上向山遺跡 2園東/告遺跡 30西地古墳 4.山脇横穴群 5臨本村遺跡・前坪古墳群5

b.本村横穴群E群 70黒田遺跡 8.沢田遺跡 9 m 細部遺跡 10囚大池遺跡 11。山麓古墳群

12， UJ麓山横穴 13。堀/内遺跡 14.宇洞ヶ谷横穴 15，堀ノ内古墳群13号墳 16.堀/内古墳群14号墳

17.堀/内横穴群 18。前坪遺跡 19.前坪古墳群 20.向山横穴群 21.前山横穴群 22.間神社古墳群 3号墳

23.天上塚古墳 24.本村古墳群 25.屋敷越古墳 26.屋敷越横穴群 27.本村横穴群 28.東日空ヶ谷古墳群

30.領家遺跡 31.曽我山砦跡 32。丈山横穴群 33。丈山古墳群 34。八幡神社脇古墳

350篠場古墳群 36。ト二ヶ谷横穴群 37.斉兵衛ヶ谷横穴群 38。金兵衛谷田横穴群 39.大谷代横穴群

40.雨坪横穴群 41.新田横穴群 位。池/奥古墳群 43。寺ヶ谷古墳 44。居村古墳群。居村遺跡
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図版 1

調査区全景(東から)

SAOl .SXOl .SX02 (南から)



図版 2

S X 01玄室内部
(北東から)

S X 0 1玄門
(北から)

SX02完掘
(北から)



SX02完掘
(酉から)

SX03玄室内部
(北から)

SX03完掘
(南から)

図版 3



酉版 4

SX04完掘
(南から)

SX03.SX04 
(東から)

調査区東端ピット群
(東から)



回 東;ノ掛遺跡

1園調査の概星雲

る斜面に作られた小集落で、調査前

により精査⑥遺構確認を行った。

調査に当たっては、調査区の形に合わせて 5m方棋のグリッドを設定することとし、座標の北から

西に12度振れるラインを南北軸とした。

現地での図面作成は、 20分の lの縮尺によか一部10分の 1の縮尺で微細図を作成した。写真撮野

~ ::l:、 6x 7カメラ l台と35mmカメラ 2台(カラーフィルム用とカラーリバーサル用)を用いた。

7年8月8日から11月2日まで、現地調査を行った。

になっていた。ノてックホウ

2白遺構の概璽

調査により

皇室穴住居跡

S B u i (第 3図)

今回確認された 5

した竪穴住居跡、 性格不明の遺構を、!帳に概要を 。

中で、最も東、最高所に位置する。残存状況は はなく、

住居跡の北東の壁構と とどまる O 柱穴のうち、 P2は2つが近譲し、 P4は切り

合いがあることから、建て替えの可能性があるO 柱穴問の距離は、 P1 ' P 2問が2.9皿、 P2 0 P 3 

間が3085mを測る O 炉壮は、柱穴を結んだラインの中央からはるかに北に寄っている o A -A'の土

層断固の 2層と 3層の墳が床面の可能性がある O 炉土u:は粘土を 3cm程度の厚さに貼ったものである O

弥生土器の小破片が出土している O

S80:2 (第4図)

斜面に堆積した黒色士を掘り込んで造られている O 焼失家屋で、境け落ちた垂木と思われる部材や

は見られたが、柱材が全く見られないことから、焼失後に何らかの理由で柱材が抜き取られたと考

えられる。検出された炭化材の樹種間定結果を巻末に掲載した。

平面形は、東西4.56m、南北5.23mの隅丸方形に近い形である o 11層。 12層が炉土!l:で、 10層と

の境、 6 層~8 層と 13層の境が床面である o B -B'の土層で、壁溝状の断面が確認できた。炭化材

は8J言。10層に混入していたが、 8層'10層を覆う 5層から焼土が検出された。柱穴開の距離は、 P1・

P 2間が2.35m、P2 . P 3間が2.75mを測るO 炉祉は柱穴を結んだラインの中央から北に寄る o P 

lとP2のほほ中間に小穴P5が存在する o P 6は、貯蔵穴である O 土器は少量出土した。台付き翠

は、 P2とP3を結んだ棋の東側から、査。鉢は、住居跡の北寄りから出土している O

SB!J3 (第5

調査区の南西隅から検出された住居跡で¥SB あり、 された。

住居跡の現存の平面;JJきは、東西5.05皿、南北4.50rnの隅丸方形に近い形で、ある。 A-A'断面の 5

層が貼床で、 4層は壁講であるが、掘り方までは達していない。完掘した掘り方は、壁際を掘り窪め

たドーナツ4犬の掘り

るO 炉祉l土、柱穴を

P 1とP2の中

る。柱穴聞の距離は、 P1 . P 2閣が3.05m、P1 . P 3間が、 2.80mを

だラインの中央から南西に寄り、表面に粘土が貼られていた。 SB02同様、

P4が存在する。 P5が、貯蔵穴である O 第9図・第四国に図示した土器の

ウ
i-Eよ



うち、第9図 10・11・1L1i、第10図一

P 2の東の壁際から出土している。第11図-1 

S B 04 (第 3図)

ら、第 91豆-12がP;:;から、第10図-17--19

ら出土している O

の中央南寄り

1 J冨中には炭・

?， 
bコ を、 SB04とし

けて硬く暁け締まっていた。 2J書中日

ると考え SB04としたが、小穴で組み合わさ

るものはない0

SB 05 (第 5

調査区の中央から検出さ

している O

を、 S B05とした。 3層。 d，J曹を とするj弄は『凪をt持き、

円形と仮定すると外周の直径7.34mとなるo 1 

層を覆土する遺構から、

掘立柱建物蹄

SHO ト呂~! 02 第6図)

Pl~P8 で構成される j幅立柱建物を SH01、 P 9 ~P16で構成される掘立柱建物を S E02とした。

この 2棟の建物はともに 1間(み111) ×3問(5 の規模で、主軸方向は同じで、 N- -Wを

測る。東西方向に60Clllほどずれていて、 SH02の方が高い所に位置す~る O 柱穴の規模は、 SI-IOlが直

径50cm前後で¥SHOZは60Clllから85clllと一回り大きいoa -a 断面のP15の覆土の 2層 o 4層.5 

には、火を受けて茶褐色に変色した土が損じか b -b'断面のP14のl層中にも火を受け

した硯い土が混入していた。 SH01が火災により焼失した後に、東にずらして SH02を

ら4層までに、炭⑩焼土は視じらない。 l層・ 2

している O

るO ム 出土はない。

8H 03 (第 7図)

S B05と重複する位置にある、東西 1間、南北2間 8m) を、掘立柱建物跡と

断した。主軸方位は概ねN- -'0，[を榔る。

り合いが見ら

は、直径70cm前後を測るoP2'P3'P4の

るo P 4から 出土している O

性格不明の遺構

SX 0 1 (第 7図)

東西1.62m、南北L43m

と5mffi前後の焼土ブロツダ

、底面に凹凸が見ら

していた。覆土の色調

l属中と 2層の東半に 1

中世以降のものではない。

3~ l畳物的概聖書

土器(第8図~第四回)

出土のもの ある o 6!立、台付き

られる。 3' 4の台付き査は、

日縁部破片と判断した。 14の査の口縁部内面に

1 ~20まで、

、f¥ ヤ可〉
、ノ による「くJ b 

c 。

木製品(第11図)

2の 3は、 6mmx9mmの楕円形で、長さL7cmを説1]り、直径3

るO 炭化していて、彰色の有無等は不明である O

石綿(第11図)

れていて、 会旦す
比一ノ

1 全)胃磨られている o 4 S B ら出土した るO

号
。
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図版 1

S H 01・SH02・SB 02 (南から)

S H 01・SH 02 (東から)



関版 2

S B 021食出1犬j兄
(西から)

SB02土器出土状況
(西から)

SB02炉祉
(西から)



SB02完掘
(西から)

SB03完掘
(東から)

SB05・SH03
(北から)

図版 3



図版 4



図版 5



国版 6

2 際機3



西地古墳

、事。

、- り出し

で表土剥ぎを

しミ

山林 となる 8-4B杭を設置

ら西に 9度振れている O

心墳丘図を 1で、 を 1 0 1 1 した。

6 7カメラ 1台と35mm7Jメラ 2台(カラーフィルム用とカラ}リバーサル用)をmい
7年11月6日から11月17日、 12月11日から12月27日まで、現地調査を行った。

4、 ら古墳を区画する講を 区画溝、埋葬土坑の!慌に

るO

2図)

により明ら

としない。 SD01 

さ 2~ 3nl 

墳頂部の北側

w ， 向日目 を削り出して墳丘を整えてい

るた ?lTIを裾とするとる 南

となる O

ら約40cm下がったところから下には自然の堆積土

このことから、北側についてはあまり大きな地山

南側と東側は、西側・北側に上!:ぺ急斜面になってい

山削り出しのためか、それとも後世の影響によるかは

である

灼山
山

してい

》ゲO

L、

明らかではない。

噴了直平坦面は、東西約 rn、

してい O こ

S D 0 1 (第 2図)

法必 る、丘陵に ，~ 

Lたに ぎない。

埋耕土:坑

8FOl 3図)

4mの円形で、 10mの厚さの盛り土があった。こ

については、巻末に記載し

り土中に

1m、深さlOcm るO 撹苦Lを受けていて

ら、土師器壷の小破片が出土している。

する

にある O 全長3，72r司、蓄は、

となる O 掘り

さ50cmを測る。

らi干j央東寄りま

cmと -EであるO 墓坑内の覆土

るO 覆土中に粘土は全く見

ら20Cil1

のl層∞ 2 はない。

られなかった。掘り方底面の西端から30cm--6Gcmの場所か

ほど離札た所から東に玉類が散っていた。勾玉と

置する。錨と玉類は、同じレベルから出土LているO

ほど浮いている O 大刀は、掘り方からわずかに浮いていた。

に位置し、ガラス

り方、に接するが、茎部分は15cm

掘り方にほぼ密着した状態で

ロd円べU



った。

8 F 0:2 (第4図・第 5図)

よ貫頂中央北寄りに位置し、全長4，76m、幅1.7m~L8m、確認面からの深さ 56cm を視刷、

はN--840 -v;rである O 墓坑は 2段掘りで、下段は、全長4001皿、幅70clIl前後で、あるが、東端はふく
らみを持つ。下段の掘り方の北東隅から幅20cm前後の排水溝が墳E斜面まで30

の掘り方底面は、東から西に傾斜しているにもかかわらず、排水溝は東に設けられている。こ

構は、 SF03に一部壊されている O 排水溝の底には、 10cmから15clIlの大きさの礁が入れられていた。

の土層では、棺の帽を想定させるような層序が見られるが、棺のIIJjji.長さとも不明で、ある O

土中に粘土は全〈慣用されていない。墓坑中央南側から大刀 1と刀子が、北側から大万 2が出土し

いずれも玉の検出レベルからは 5cm程度高い。大刀 lは切先を東に、刀子と大刀 2は切先を西に

けるO ガラス玉 7点は刀子より東から出土しているO 下段掘り方の東端近くから

ものが検出さ 玉類の出土位置から頭を東と考えたいが、そうすると排水溝は頭方向から伸びて

いることになる O

S F (1 J (第 6図)

墳頂部北東寄りに掘られた墓坑で、 SF02の掘り方。排水講を壊していて、 SF02より新しいこと

る O 西側iの掘り方は 2 段掘りを思わせるが、東側には見られない。全長3062m、幅80cm~85cll1、

らの深さ57cmを測り、主軸方位は、 N- -Wである。掘り方内の側壁寄りから、 SF02 

の排水講を壊した時の礁を転用したと思われる桔支えの離が検出されている O この疎開の幅から棺の

幅を50cm前後と推定で、きる O 棺の長さは不明である O 墓坑内の中央南寄りから切先を北に向けた

している O 鉄鉱は掘り方から浮いていたが、鉄剣lj:掘り方にはぽ密着していた。覆土

中に粘土は見られなかった。

S F 0 4 (第 7図)

S FOlの南に、 15cmから30Cll1の間隔を置いて並ぶ。全長2099m、rp百は東端が狭く 45cm、西端で、60Cll1、

らの深さ42cmを測り、主軸方位はN- 30〆 -Vvである O 墓坑内の 1層。 2層

と考えると、棺の幅は30Cll1から35cmほどとなる O 副葬品は、坑内の東端近くから出土した大刀のみ

を東に、刃を北に向けている O 覆土中に粘土は全く見られなか-った。

遺物の概聖書

は、 SFOlから錨 1.鉄剣 l・大刀 10鉄斧 1.玉類、 SF02から大刀 2 刀子 10玉類、 S

F03から鉄鉱2.鉄剣 1，S F04から大刀 1が出土している。鉄製品l土、来年度の報告で述べること

とし今回は土器・玉類について概述する。

土器(第8図)

:から 3

ら出土したハし

玉野、(第9図)

と考えられる破片で、ある o 1 . 2 

も暗灰色を呈し、器壁を厚く作るという

S F03の覆土中から、 3は

をもっO

lから55まではSFOl、56から62まではSF02から出土した。 1は、白色を呈する石製の勾玉、 2

は緑色凝灰岩製の管玉、 3はガラス製の管玉、 4から62までは、ガラス玉である o S FOJからは、

もう 1点出土している o S FOl出土のガラス玉i土、 54が紺色を呈するほかは、青

を呈する o S F02出土のガラス玉は、青色か水色で、ある O

-36一
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S F 0 1遺物出土状況
(北から)

S F 0 1鉄斧出土状況
(北から)

SF02土層断面
(西から)

岡版 3



図版 4

SF02遺物出土状況
(北から)

SF03鉄剣出土状況
(東から)

周溝完掘
(北から)



図版 l

主体部完掘(酉から)

SF01.SF04遺物出土状況(西から)



関版 2

SFOl・SF04完掘(西から)

SF02遺物出土状況(西から)
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山脇横穴墓群

1園調査の:慨鰐

モp

L‘叩 丘陵の西側斜面、

3~去の実測は、

と横穴墓の図面を20分の l

ら約 4m降りた所、横穴としては高所に築かれている O

に合わせて行い、墓前域は共通する方眼を組んで、実測した。

微細図を10分の lの縮尺で作成した。写真撮影は、 6

>( 7カメラ l台と35mmカメラ 2台(カラーブイルム用とカラーリバーサル用)を用いた。

7年11月20日から12月8日まで、現地調査を行った。

1置構の概要害

ドーム形2基と 1基の計3 ら成る z 
FoJ 0 

1号車(第3

位置 3基のうちの最南端、最も幸子奥に位置し、玄室掘り方のレベルは、 2号墓より lOcm程度高くな

る O 本横穴墓!こ伴う墓前域~2: 、 2号墓の墓前域と切り合っていて、全容。前後関部は不明である O

主:宜 規模は、長さ2の6Gm、最大rlllil2.7m、天井の高さ1.49mを測り、主軸方位は、 N-860 - VVであ

るO ヱ具痕は、断面が多角形を呈する霊童状のもの、幅 2c到。 2，4cmの平盤状のものがあるO

りから、 $lil16cm、長さ36cmの礁が1点検出され、大刀の切先が乗るよ

うな状況で出土した。人骨・歯l立、右半からはごくわずかで、左半から多く検出さ

副葬品 土器が、左壁玄門幸寄りから 2点(第7図-1 . 2)出土し

意車道 幅90cm前後で、長さ 2.43m を測る O 閉塞石 l土、長さ ZOcm-~40cf日の離を小口積みにしてい

下から 2Jj段Eと3段自の境、最上段の礁の下には土が充填していて、積み直Lによる可能性が高い0

2号事(第4国@第 5図)

位置 3基の中央に位置する O 墓前域は 1 @3号墓と切り合う O 第10図 41の須恵器;午蓋は、掘

り方から27cmほ

主:置長さ 3~Orn、 り 38mを測り、主軸方位は、 N- -V¥fを測る。左壁寄

また中央左寄りから玄門方向に緩やかに傾斜するさL4m、

された。工具痕l土、幅2.5cm

埋葬施設右壁沿いの削り出しの棺座と、主軸か

幅2cm . 2，4cmの平撃;1犬のも さ

長さ2.801到、高さ10cmを測る O 喋床l土、幅1.3m、長さ1.8mの範囲で、見ら

し浮いた状況で¥礁の下から玉が出土していることから、当初の施設ではなく追葬に

ものと考える。人骨・歯l土、棺庫、上からはわずかで、離床上と、棺座と離床の間から

は、 rp高 70cm~90cm 、

り方から少

り る。

られた

さ

副葬品 棺座奥壁際から第10図-39の皿、奥壁寄りから第12図 3の勾玉、勾玉より玄門寄り

11図 3・5の耳環2点、耳環の間に大刀が切先を玄門方向に向けて、玄円寄りから刀子と鞍が出土

した。離床周辺からは、奥壁際から第11図 10 2の耳環2点、離床中央右端から第11図 6 

と前壁左端の土器との間から第11図-4の耳環1点が出土した。玉類は、第四国-1の暁拍玉が

ら、 2の勾玉は前壁左端の土器集中地点周辺から、 4の勾玉は玄室中央右から、 5~96 

1ま玄室の中央から奥壁にかけて出土した。土器類は、 3箇所に分布していた。玄室中央奥壁寄

りから第8回 20 ' 23 . 30 .旬、離床上から第9図 34、玄門右袖の棺座の横から第7図 :3 . 5。

-Hよ只U



7 図~ 4 0 6 0 7・8 図~18 0 19 0 21 0 28 0 29、前壁左端から8 0 :1 0 11 0 12 0 13・140 15 0 16、

~3J8が出土し9 図~33' 35骨 3G" 37、

は、長さ10cm

8 図~17 . 22 0 24 . 25 . 26 0 27 . 31、
ヤフ

{~ 0 、長 2.41mを

目まで 。山、

Cら2

-42の土師器}j!:fJ付t屯は、掘り

さ 2~ ~~4rl1，.最大幅は玄門寄り

は丁寧に面取りされていた。

断面5角形の彊状、 i[J面8cm 0 13。

く造られた墓前域でさtL9m55皿、

横溝

縦断面図で見ると

3号車(第6図)

d位置

あるO

ぉ宜

]0、

i土、

はN-590 09m、天井高さL15mを

:lie:L lClll 0 L 5m . 2: 5，cmの
-7 
屯;.0 

ものも

れ

しi<:0 

り

Eである O

平撃また

場事施設

存在する に重なり10cm以下のも

ている O

はり

hJE 

に向け、'(1:" 「:> ;Ij事事晶

出土した。第四国一

藤監

しvに、

も河
f吋るO 悶塞石は、、長さ2..25rn、高さ95cIIlを

J-
~ ものをは

した。ら10Cill7 cm 

日下から 3

~lliÆ約20cl'日、

てい

考えら

。王、類@

であり

ら大刀・

出土している O 鉄製品について

は土器・耳環@銅鎖11.玉類につい

n 
L ら

遺物仰慨聾

i l土、

らつ
d 

るOることと

るo 16の底部外国にじ:tノ格子目の、 27の底部外面に

るo 33のヘラりは手持ち tヘラ削り、 3Llの肩には l

39・Ll0・42は土師器、

22の底部外国にも、

土揖(第7

、
t
 
j
 

ア
しo 

くヰ又めるO

肩にを体部上半にカキ百

と室長部内面

耳珊(第11図)

付く。 36

、ア
，/;;)o 1 ' 2・5の内側に

出問調Jl(第11図)

~j) を呈する。65cl泊、;長さ7.05cm

p 
VJ 必 Oし、る三」表面がなる

でともに1 

ら275 入るO

でら961どではガラスをし
マ
屯〉。して白色を呈

/C) 0 して白色を5"7巾 58. 61--63 . 67 . . 70 0 74 . 75， 0 78~-80 . 

--'~12 

を呈する O
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図版 l

墓前域完掘(北から)

2号墓完掘(南西から)



国版 2

1号墓玄室内
(北西から)

1号墓閉塞石
(北から)

1号墓完掘
(西から)



2号墓玄室内
(北から)

2号墓閉塞石
(北から)

2号墓玄室完掘
(南西から)

凶版 3





日 本村遺跡⑪前j坪古墳;群6号墳

1回調査の概塁悪

6号墳を調査中に古墳の下および周辺から発見された。

遺構の実測は、地形に合わせてグリッドを設定，して行った。遺構図を20分の l 繊細図を

10分の 10 1分の 1で作成した。写真撮影は、 6)( 7カメラ 1台と35mmカメラ 2台(カラーフィルム

とカラーリバーサル用)を用いた。平成7年12月4Bから平成8年 3月31日まで、現地調査を行った。

2明撞構の棚;星雲

p 
vコ 1基、方形周溝墓4基、 ら土坑墓群を検出した。ここでは、方形毘溝墓群。

と、土坑墓群に分!ナLて記述する O

方形周溝墓

SS 01 (第4図)

方形周溝墓;:;S02の東側に位置し、周溝SD02をSS02と共有する O

周溝 S DOH土、現存の長さ96明、覆土は灰褐色土。 SD02の覆土は黒褐色を呈する。

出土壇物 S DOl周辺を掘削中に第15図 1 --4の弥生主器片が出土し

SS02 (第5

S D02をSSOlと、 SD'05をSS03と共有する O 方台部の規模は、東西6。2m、南北4，73mを測る。

この周溝墓上に前坪古墳群6号墳は造られている O

鳳溝 S DO:3は、東半ではj奈さ38cmを測り、西半は一段深くなるが、この深くなる部分!;;i:、上層に

あった周溝のコピーの可能性が高い。覆土は褐色土。 SD04~士、方台部より一段低い所に掘られて

いて、深さは方台部からは68cm、墓外からは22cmを測るO 覆土は暗)天褐色士である o S D05は、

S D04同様、方台部より一段低い所に掘られていて、方台部からの深さ75cm、S5 見!からでは 9cm 

である。

ら主体部SF された。 は、 6号。j賓の主体部5FOlによ

-68~ -

長さ1.96m、幅L09m--L 27m、深さ18cmを概り、主軸方位は、 N

を覆土とする O

出土遺物 SD から

に第15図-5 ~15の土器片が出土した0

S803 第6図。第7

出土し り土を掘削中

S D05をSS02と、 SD07をSS04と共有する O 南側を区画する講は、検出されなかった。方台部

、東西5.85m、南北4111以上と考えられる。

S D06は、斜面倒が崩落している O 方台部より一段低い所に掘られていて、深さは方台部から

1mを誤Ijる O 覆土は暗灰褐色土。 SD07は、南端を撹乱により壊され、覆土~j:暗)天褐色土O

主体部 方台部の東西間の中央から主体部SF03が検出された。南西隅を SKOlと切り合う

関儒は明らかではない。長さ 2⑥ 3 11-n、Iþ~L35m、深さ25cmを測り、主軸方位は、 N- -Wである。

から第四国-1 ~118の管玉が出土した。主体部を、主軸ラインで南北に 2 分割し、さらに

ほぼ中央で主軸ラインと直交するラインを設けさらに東西で 2分割して、簡いにかけたところ、

77-



はない。出土した。らックらロック

~ 

はな ~i-::. 0 車が出土した0

4図)8804 
「J 

るO

B
A」

さ61cmをι j いて、

の出ことはない。

r v:; 

とS D07をSS03ニ

S D08 周溝

主体部司

土:坑

8K 0 i 

にしまりささ2:0D4111.、つ。S F03と切りS5 

ある O
、
h
Hノどによる

6 

士、

8K02 

1l ~4Co CI2I 

前坪古墳群64号、噛(第8図

を墳]買中

2層@

はない。き1084m、
に

J
Cら1l ~4D 包 5 D' 

ウ
d s ~(O :) 

はない。さ2"381Tl、日、J
A
L
E
 

ら

9図)

とする古墳と思わ A さ
ム
ード11~6D 

るO

3層---5.層が古墳

S FOH土、長さ2.11m、 15m、

平坦ではなく凹凸が見ら

く、 6層

7 層-~ 9層は後世の撹乱と

う盛り土と考えら

A' 断固の j

13層 中に出土O 

， ， 
えりSD  

るO 掘h
H
J
 

N -210 

O 

り、

ら第四国-119の勾

さ35mを

ら、

主体部

り方底面 出土した。

したイ也、 ls---20、

し第四国-21

かわらけ

ヲ
/:;) 0 

ム

O 人工物でな

したり

さ

り

4C~7C 

前坪古墳群6

(第 2図)

11-4B~7B 区、

土坑事群(第}1図)

く点 、

お009

会)0 

3nlを測る oとなり、く75cmで、

ある。出土遺物はない。

るほ

S D10・SDl1

図〉SD~O 

~'3 i) ~ "; 

ら15cmのOmを測ゐ O 深さ

し、。

おF04

し中-TNである o 1 

している。

N
 -120ゅ 121

78 

り

さZ.2B::-n、側、深さ61cmを測り、

また、中央からしていr泊



F 0 fl 

さ44cmを測り、 N
 
-Eをる O はない。

SFO 

7皇さ2.54m、市高8Zcm、深さ58cmを測り、主軸万位l立、 N-60 ~-Wである o 帯端を S K06&こ切

られているように判断される O 中央南寄りの 1層中J二面から第16医-34-v37の土器片が出土している O

に3分割した中央から第四図 122---128の玉が出土しているO

SF07 

長さ 1~53.問、

!JJ 

~3 F 08 

さ2白 74m、幅L3m、さ60cmをり、主軸方位は、 N-1'70 - ¥iVである。別遺構(3層)色('C;iJう

ていると判断される。土坑;1乙寄りで60cm↑ほど浮いた状態で弥生時代後期菊川式の壷の破片が出土したo

S F 0 9 (第13切)

さ35Cll1を測り、

r 
ワ

N-r  -Y;¥fであるO

している O

の3層

さ。2.34nh 

4， Ci!lの厚さ

土坑

8K04 依存14図)

S DI0と切り

であるo

.[)K05 (第14図)

411丘、深さ45cmを測り、

の二!とに

底面上に

している O はない。

は不明。長さ89側、 さ 18cm~ N一 -iN 

はない。4c 

断伊

臼」

さ68clllを測り、 ]¥J - 3ゲ 、~

な)0 はない。

SKOo 

深さ 25cm を測り、主軸方位:I~LN -'f!ilである。 はない。

土器

1~-15 1 --4 戸

3
F
h
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u
 

るo 1 

より

23 
日?でふヴ

に，'6)0 ら3n::J:、

石製品

1 

ある O

9go 2 十回 J
Aもも O 

1 

らZ;lJllllである o 119 

121 . 126~-12g. 131~-133はガラス

、長さll1m~ 7 mmが85点 ;を吉 2 Jm!日か

122~--125 ~ 129・

、121. 131 . イ也l3青色治寸て色である O
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図版 1

SS02全景(酉から)

SS03全景(東から)



図版 2

土坑墓群全景(西から)

S D 1 0完掘(南から)



SFOl 
(東から)

SF03・SKOl
(東から)

SD02 
(南から)

図版 3



図版 4

SD03 
(西から)

SD04 
(西から)

SD05 
(南から)



SD07 
(南から)

SK02・SK03
(北から)

かわらけ出土状況
(東から)

図版 5



図版 6

SF04遺物出土状況
(東から)

SF04完掘
(北から)

SF05 
(西から)



SF07 
(南から)

SF06・07・SK04
(東から)

SF08 
(東から)

図版 7
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刊 本村横穴墓群日群

L 調査の概藍

F 

'- l土、南面する 3基から成る横穴墓群である。本村遺跡掘削時の重

に伴う切り土中に2号墓の墓道がかかり、存在が明らかとなった。

横穴墓3基の実測は、それぞれ主軸に合わせて行った。横穴墓の留面は、 20分の l

図を10分の lで作成した。写真撮影は、 6>く 7カメラ 1台と35mmカメラ 2台(カラーフィルム用とカ

ラーリバーサル用)を用いた。平成8年1月23日から 3月31日まで、現地調査を行った。

2凹遺構の概星雲

ドーム形2基と尖頭形l基の計3基から成る横穴墓群であるが、それぞれ単独で‘築かれている 0

1母基(第2図。第3図)

位置 丘陵頂部から 9mほど下がった所、 2号墓より約 3m高い所に位置する O

玄室 規模は、長さL90m、i隔2.63m。天井の高さは現状L35mを測るが、本来はL15m程度の天井

つにと推定される O 主軸方位は、 N- -VVを測る O 玄門は、幅50crn、現状の高

さ90側、本来は80cm程度と推定されるO 横断面・縦断面とも援やかに弧;伏を描く、 ドーム形横穴であ

るO 中央と両側壁に沿って幅15cm、深さ 5cm、断面 [vJの排水溝が掘られ、墓道まで続いているO

工具痕は、断面が多角形を呈する繋状のもの、幅9cm以上の刃先が少し湾曲するものが顕著に残る。

埋葬施設はなく、奥壁際中央右から歯が検出された。

震iJ葬品 中央排水溝上から第 7図-4が、中央玄門寄りから 2 0 3 中央左壁寄りから 1・5・6

の土器が出土した。また、鉄製品の破片が6の土器の北側から出土している O

ほど、長さ40慌の短羨道で、ある O 羨門の掘り方に、幅20crn、長さ69cm、深さ 6cm 

られている O この構と符号するように羨門部!壁には、 12cmの段差が付けられている。木板をはめ込

むための施設の可能性があるが、検出された閉塞は、閉塞石で、羨道から羨門にかけて積まれていた。

されていた喋は、 15cmiIミら30cmの大きさで、小口積みと横口積みが併用され、高さ80cmまで遺存

していたが、羨門天井近くは盗掘によると考えられる隙閉があった。

長さ4.28mを確認できた。幅は、上端でL50皿、下端で、80cm前後、羨門付近は幅を広げL05m

を測る O 羨門から45cmほどまではほぼ水平であるが、そこから先端にかけて約200 の傾斜が付く O 第

7 図 -7~-91土、墓道出土であるが、 8 ・ 9 はかなり浮いた状態であった。

2号華 (第4図)

位置 丘陵斜面の張り出した場所に穿たれている O

宜 規模は、長さ1.10田、幅2002m、天井高さ92cmを測り、隅丸長方形を呈する O きわめて天井の

低い扇平は横穴であるO 主軸方位は、 N-310 30" -Wを測るO 玄門i土、 I幅70c郎、天井は崩落してい

て高さは明らかではない。横断固・縦断面とも援やかに弧状を描しドーム形横穴であるO 工具:度は、

断面が円形を呈するものが顕著で、幅2cm前後の平盤状の工具痕も少し残るO

埋葬施設埋葬施設はない。

副葬晶玄室 りから 右壁の奥壁寄りから第8図 9の砥石が鉄製品とともに出土

した。第8図-1の石製臼玉は流入した土の中から出土したもので、本横穴に伴う確証はない。

蓑遭*]i;50cmほど、長さ55cm ある O 羨Flには、幅83cm、奥行12cmの段が付けられてーいて、
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~ れ 。
して、 さ90CJ11 ザーFノ、 グ しミ<--

ふCて いないこと ら、こ 17) 下1ッ んで

は、上端でL70r五、 を 1.;) 0 ら25cmほどまではほ

t担:.Î)~ c フ くO

官

町

一

必

号

置

官

一

一

3

位

玄

N

p 
川
》

れている。

さ2.羽田、最大幅3，15即、天井高さ2.50mを測り、

ら玄門寄りの天井 ~~1~崩落していて、

を呈する。

の11屈と高さは明ら

る。工具痕

はな

しミ。 市川山
戸
U

さト

り

につ

いては不明である。

開講晶 玄室内から土器。王類⑩鉄製品酒飲地金銅貼馬具等が出土したが、盗掘により散乱し

位置

-10 . 15 . 17 ' 180) 

ある O

った

により1.7mほ は l~ 3rrl と

推定さ 4し州 O

羨門から45cm

えている。

これ〆ら

り出しにより

墓前城長さ5.9m、

市内

いた

ら70側、高さZ5cm も

6111、 65m 
、
h
川ノ

ラ

。、- ど

は他 1.(、O

撞;物のJ蹴嬰

は、 l

貼馬具@

ら
n r 
t" 
ら刀子、⑤ ら

している。鉄製品 e

Go 

5の O 

り

より るO 19 

グ石)0

1は白色をし 2.~ 4は水品製切子玉、 5は 2 

を呈し 8

可
ρρ 

〆
) 

6~~ 8はガラス で、 G 7 して 主主。早~- ス
"-'!. ニコ己二 J 恥， 0 

磁石(第8図)

9 ，土砂岩製の厚さ 1cmの扇平な砥石で、全面使用されている。
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図版 1

横穴墓群全景(南から)

1号墓・ 2号墓(南東から)



図版 2

1号墓玄室内
(右壁から)

1号墓閉塞石検出状況
(東から)

1号墓羨門と閉塞石
(東から)



1号墓羨門
(東から)

1号墓羨門
(南東から)

1号墓完掘
(南東から)

図版 3



図版 4

2号墓羨門
(南東から)

1号墓・ 2号墓完掘
(南東から)

3号墓玄室内
(玄門方向から)



3号墓閉塞石
(南西から)

3号墓玄室完掘
(羨道から)

3号墓墓前域完掘
(南西から)

図版 5
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載)

掛川市長谷土地区画整理用地内遺跡から出土 炭化材
1': 1) J • 

明ザコ1;"'l

はじめι
区画整理用地内遺跡では、東/谷遺跡から弥生時代後期の焼失家屋(竪穴住居跡)

レている O 静岡県では、浜松市中平遺跡で、

を明らかにした例がある(山内，。また、袋井市

らかにされていョウヤ

る(山内コ 1985;パリノ。サ一

一端が明らかにされているO

1991)0これらの調査結果から、

ながら、当

いても同時

し、 る。また、 戸
":J し

し

につ

るO

の2

5 ~18、 129ベー

1 ~ 4) 

(S B から出土した、住居構築材と考えら

1図参照)と、西池古墳の盛り土。埋葬土坑の覆土中

市し

る

ら

記
4 るO は、樹種同定結果とともに表1に

":1 

木lコ 日(放射断面ト板巨

を用いて木材組織の特徴を

の3断面の割断固

を同定する O

し、 よ

3固結果

(コナラ属コナラ亜属タヌギ節@クリ)に同定された。各いずれも落葉広葉樹で2

どを以下に記す。

。コナラ属コナラ亜属タヌギ節 (Quercus 叩。 sect ブナ科

を減じたのち、津rr減しながら放射状に配列する O

壁孔は交互;1犬に配列するO 放射組織は同性、単列、 1 --20細胞高のものと

柔細脇はし を含む。

図ク 1) αta Si巴b. et ク1)属

を減じたのち、 j斬減しながら火炎状に配列する O

るO 放射組織は向性、単列、 1 ~15細胞高。

囲状およ
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3 両被-=0:;1:霞SFοヌ 古;省時代同i=1 1jJ~ 疋三副}=j } ー-r

4 

5 

6 

7 

8 東/谷遺跡SB 0 2 No.1f!6 

京ノ谷遺跡SB 0 2 No.185 

S B 0 2トTo.188 弥生時代後期 建築自己仁王

S B 0 2 No.193 

S B 0 2 

15 S B 0 2 No.265 

16 東/ S B 0 2 No.266 

Eはう S B 0 2 No.28'9 

S B 0 2 

用違

4囚

(1)住居構築材の用材選択について

弥生時代後期の 2号、住居跡から出土し り、他にタ 1)が3点認

ら O このこと
λd 
rゐ

O 

(111内， 1982)、そのうち 1

。コナラ@グ 1).アカフゲ

らカ吋こさている

で、ある O 一方、もう 1

り、樹種構成が住居によって異なる

を有している点で

ることが明らかとなっている(高橋・描木、 oら、

ると、

として適当な

タヌ な を主とするw 

'-

きさ(径勺長さ)を有している としてタヌ イア

1)を してい丈ごこと る。

「つれ

ジョウヤマ遺跡等で出土し イヌマキを しr 

いるの

い(山内 3 1985;パり/。斗r-'ヴェイ
しているのか、地域の植生を

らかにしたい。

。

して

について

った。これら

は明ら はない。盛り土の とも ゐ あり、 さら

の
1- ~一、~

ミ工1丁つ

の
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炭fむ材

1.コナラ属コナラ亜属クヌギ節(試料番号6)

2.クリ(試料番号10)
a :木口， b:柾目 c 板目

凶版 1

蕗醤援態 200μm: a 
磁濁磁露盤費量 200μm : b， C 





報告書抄緑
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I ・書 名 長十川市長谷土地区画整理用地内遺跡発掘調査報告書I

ヘー一 千谷遺跡酉it主古墳山脇横穴墓群
副

6号墳

田庄一

関 長打iI市教育委員

所在地 〒436…8650静岡県掛川市長谷'701番地の 1 T E L (0537) 21-1158 

発行年月日 西暦 2002年3月15日

編

ふりカ宝な
コード

在地| ι 北緯
I-+-冊 Jムーし 遺 跡 i
市町村立 tf

j でF

調査
調査期間|調査面積 i

原因

22213 508 
時 I1内 19950707 

45分 59分

46秒 35秒 19950807 

. --】 田園田回目 白山

34度 137度 I19950808 
45分

48秒 l 39ネ少 I 19951102 

600m2 
区画整

理事業

505 600m' 
整

業

画

事
区
理

I 34度 I13'7度 I19951106 I いけ j 静岡県掛川市長 '.J"-XJ~ .l.<.JIq t~ JLJ'vvJ...-.LVV 区画整
西池古墳 I~:: :-~~.: 4~~'" q， ... "， I 22213 I 507 45分 I 59分 I400m' 

ハ 1外 1 1 1 1 1 1 1 理事業

j 司 -~~---j-- 】~--酌 L_____J ー I 19竺?i j 
I 34度 I137度 I19951120 I 

静岡県掛川市長! i i l i j l区画整I 22213 I 506 I 45分 I59分 I100m' I 
主主1480-1外 l l l 1 i i i理事業

~ r¥:r.ム I40ヰ"tI 19951208 I 

静岡県掛川市高
I 22213 

御所1433叩 1外
63-6 

137度 19951204 

59分

28秒 19960331 

137度 19960123 

59分

27秒 19960331 

900m2 
区画整

理事業

22213 65-5 100 rrr 区画整
理事業

主な

向山遺跡 中世 地下式境

東/ 弥生時代 l竪穴住居跡 土器。石器

西池古墳 古墳 古墳時代 古墳 鉄製品。玉

山脇横穴群 横穴墓 古墳時代 横穴墓 土器。

本村遺跡。 墓跡 祢生時代 方形周溝墓 土器@玉類

前坪6号墳 古墳 古墳時代 古墳 土器@玉顎

古墳時代 横穴墓 土器。玉類

E群

項
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内遺跡発掘調査報告書I

-山脇横穴墓群

@前坪古墳群 6号墳

E群

平成14:年3Ji 15日

掛川市教育委

掛川市長:谷70ト1
TEL 21-1158 

刷所




